
〈
資
料
紹
介
〉

函
館
市
中
央
図
書
館
蔵
・
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』

ー
明
治
四
十
五
年
一
月
並
び
に
大
正
三
年
刊
行
分

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
、
明
治
四
十
一
年
十
月
か
ら
大
正
五
年
三
月
に
渡
り
、

愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
が
発
行
し
た
、
全
八
十
八
冊
の
機
関
誌
で
あ
る
。

当
雑
誌
が
、
戦
死
者
の
遺
族
や
傷
痕
軍
人
の
救
護
・
慰
問
を
目
的
と
す
る
愛
国

婦
人
会
の
趣
旨
を
広
め
、
特
に
台
湾
総
督
府
の
「
山
地
討
伐
事
業
」
を
援
助
す
る

た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で

指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
圏
内
の
愛
国
婦
人
会
の
機
関
紙
(
誌
)
『
愛
国
婦
人
』
(
明
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お・

3
1昭
打
・

2
)
が
、
発
刊
当
初
か
ら
し
ば
ら
く
新
聞
の
形
態
を
取
っ
て
い

た
(
大
王
九
年
よ
り
雑
誌
と
な
る
)

の
に
比
し
て
、
そ
れ
よ
り
早
く
『
台
湾
愛
国

婦
人
』
は
雑
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ロ
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
以
降
は
常
に
二
百

ー
三
吉
頁
の
紙
面
が
保
た
れ
、
年
間
最
大
八
万
六
千
百
七
十
五
部
(
大
正
三
年
)

が
台
湾
島
内
に
配
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
、
こ
の
雑
誌
に
課
さ
れ
た
役
割
の
大

き
さ
は
知
れ
る
。

台
湾
統
治
初
期
に
お
け
る
政
策
履
行
の
広
告
塔
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た

『
台
湾
愛
国
婦
人
』
は
、
総
督
府
の
威
信
を
か
け
て
、
当
代
一
流
と
さ
れ
た
著
名

な
文
化
人
・
作
家
の
原
稿
を
数
多
く
掲
載
し
て
い
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
当
雑

誌
掲
載
作
品
は
、
各
人
の
著
作
全
集
に
未
収
録
で
あ
っ
た
り
、
著
作
年
譜
か
ら
漏

れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、

そ
の
一
部
は
、
上
田
正
行
「
資
料
『
台
湾
愛
国
婦
人
』

目
録

下

友

加

岡

文
芸
関
係
主
要
記
事
」
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
の
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期

の
文
化
・
文
学
研
究
に
お
け
る
、
未
だ
手
つ
か
ず
の
資
料
庫
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
稿
は
こ
う
し
た
雑
誌
の
資
料
的
価
値
を
考
慮
し
、
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分

館
(
台
湾
・
中
和
市
)
所
蔵
の
目
録
(
第
七
十
四

i
第
八
十
八
巻
)
、
及
び
第
六

十
巻
の
目
録
を
掲
げ
た
別
稿
U
引
き
続
き
、
函
館
市
中
央
図
書
館
の
所
蔵
の
第
三

ーヮt

十
八
巻
(
明
治
四
十
五
年
一
月
刊
行
)
、
並
び
に
第
六
十
二
巻

1
七
十
三
巻
(
大

正
三
年
一
月

1
十
二
月
刊
行
)
を
目
録
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

同
図
書
館
は
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
他
巻
も
所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
他
の

場
所
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
新
資
料
の
み
の
紹
介
に
限
定
し
た
。
今
回
の
発
見
に

よ
り
、
雑
誌
全
八
十
八
冊
の
う
ち
、

四
十
八
冊
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

に
な
る
。

凡
例

漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

目
次
と
本
文
に
相
違
が
あ
る
場
合
、

明
ら
か
な
誤
植
を
除
い
て
、
本
文
の

同
一
人
物
名
の
表
記
が
巻
に
よ
っ
て

異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
特
に
統
一
は
せ
ず
、
本
文
の
ま
ま
翻
刻
し
、
肩
書

表
記
(
掲
載
順
)
に
従
っ
た
。
ま
た
、
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き
は
省
略
し
た
。

原
則
毎
巻
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
報
」
「
読
者
文

芸
」
「
新
刊
紹
介
(
寄
贈
書
目
)
」
「
懸
賞
募
集
発
表
」
「
次
巻
予
告
」
欄
、
別

に
目
次
が
設
定
さ
れ
て
い
る
漢
文
欄
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
し
た
。

第
三
十
八
巻
(
明
治
四
十
五
年
一
月
)

愛
国
婦
人
会
会
歌

植
民
地
と
音
楽

田
中
正
平

正
月
の
恩
ひ
出

小
此
木
ま
つ

梅
の
古
歌

伊
藤
左
千
夫

二
木
謙
三

腹
式
呼
吸
に
就
て

英
国
皇
后
陛
下
の
御
事
ど
も

今
関
天
彰

妨
橋
ゆ
き

加
納
幽
関
子

十
二
月
花
神
議

江
木
栄
子

松
の
声

松
平
直
敬

淡
水
戯
館
の
一
夜

弓
の
話

加
納
幽
関
子

福
迫
歌
橋

家
庭
と
文
芸

三
宅
花
園

長
谷
川
時
雨

国
木
田
治
子
女
史
を
訪
ふ

在
京
記
者

城
北
子

黒
川
義
太
郎

つ
ね
子

百
人
二
百
歌
留
多
早
取
秘
法

動
物
園
雑
話

新
春
の
流
行

家
庭
と
園
芸

蓄
積
生

匿
名
生

E
月
重
詰
献
立

小
林
夫
人
信
子

正
月
料
理

北
蕃
文
芸

説

福
の
神

説

荒
客
の
心

説

モ
J

ア
ル

支
那
小
説

合
影
楼

笑
門
福
来

短
歌
選
抄
お
伽
草
紙

雪
の
峯
(
お
伽
小
説
)

雪
だ
る
ま
(
お
伽
小
説
)

ば
ん
ざ
い

(
人
形
劇
)

七
福
神
(
落
語
)

附
録
小
説

巧
薬
平
和
お
蝶

第
六
十
二
巻
(
大
正
三
年
一
月
)

予
が
日
本
婦
人
観

虎
の
お
も
ち
ゃ

生
物
学
上
よ
り
見
た
る
生
活
問
題

虎
に
関
す
る
迷
信

松
翠
森
丙
牛

常
夏
子

榎
本
れ
ん
子

岡
本
か
の
子

今
関
天
彰

三
宅
花
園

伊
藤
左
千
夫

ゆ
か
り
子

は
な
が
た
み
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レ
ー
ン
夫
人
作
・
ゆ
き
麿

三
遊
亭
梅
朝

与
謝
野
品
子

国
木
田
治
子

水
野
仙
子

尺
秀
三
郎

杉
浦
非
水

E
浅
次
郎

淵
泉
漁
郎



諸
国
伝
説

屠
蘇
機
嫌

坪
谷
水
哉

広
堂

正
月
の
恩
ひ
出

落
語

華
や
か
な
思
ひ
出

台
湾
水
中
の
黄
金

葵
々
斉
柏
葉

柳
家
小
三
治

泉
鏡
花

餅
掲
と
帳
附

富
貴
天
に
あ
り

三
宅
花
園

七
日
の
鬼
火

本
田
穆
堂

江
戸
時
代
の
正
月

梶
田
半
古

中
村
不
折

第
六
十
三
巻
(
大
正
三
年
二
月
)

過
渡
期
の
正
月

醒
め
た
る
婦
人

宮
川
経
輝

河
合
道
子

嬉
し
み
と
悲
し
み

実
行
的
奉
仕

池
田
蕉
園

京
都
の
吉
田
村

倫
敦
ま
で

佐
々
醒
雪

母
親
の
た
め
に

美
術
の
印
象

武
内
貞
義

X
Y
Z
 

伊
藤
忠
太

跡
見
先
生

現
代
若
き
女
流
の
和
歌

石
井
柏
亭

三
宅
花
園

青
花
生

樋
畑
雪
湖

黒
板
勝
美

鷹
田
其
石

新
年
の
家
庭

福
迫
佳
橋
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南
蕃

森
丙
牛

文
芸

萩
の
舎
中
島
歌
子
刀
自

三
宅
花
園

正
月
ま
へ

与
謝
野
晶
子

津
田
梅
子
女
史
を
訪
ふ

タ
影
生

(
小
説
)

鳥
笛
(
脚
本
)

泉
鏡
花

お
人
形
さ
ん
の
病
院

み
ち
子

徳
田
秋
声

本
誌
に
対
す
る
諸
名
家
の
感
想

紫
陽
花
の
窓
(
小
説
)

社
麗
娘
伝
(
支
那
小
説
)

今
関
天
彰

家
庭

希
望
の
光
(
お
伽
噺
)

小
野
小
峡
子

茶
の
湯
独
習

星
野
宗
悦

炭
娘
(
お
伽
噺
)

花
僅
山
人

花
の
葉

此
君
庵
耕
斉

旅
中

井
上
三
郎

蕃
界

小
品
一
一
種

西
川
芳
子

南
蕃

森
丙
牛

竹
園
詞
壇
詠
草

文
芸

杉
渓
六
橋

乙
竹
岩
造

竹
久
夢
二

-73ー

細
川
潤
次
郎

田
中
頼
章
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或
る
男
の
話

波
の
戯
れ

飛
行
機
上
の
怪
美
人

幼
き
こ
ろ

歌短
歌
選
抄

俳
句
評
釈
講
談
落
語

春
日
局

乃
木
大
将
閣
下
正
伝

二
十
四
孝

第
六
十
四
巻
(
大
正
三
年
三
月
)

家
庭
の
人
と
な
り
た
る
婦
人
に
読
書
を
勧
む

学
校
に
於
け
る
悪
教
育

婦
人
問
題
は
如
何
に
し
て
解
決
さ
る
与
欺

ユ
l
ジ
エ
ニ
ツ
タ
ス

藤
村
徳
田
秋
声

押
川
春
浪

尾
島
菊
子

原
田
琴
子

森
花
葉

土
屋
榛
南

竹
美

秦
々
斉
柏
葉

渡
辺
政
徳

二
葉
亭
有
楽

安
井
哲
子

西
山
恕
治

上
杉
慎
吉

一
記
者

じ
ゃ
が
た
ら
文
」
に
現
は
れ
た
る
日
本
婦
人
気
質
X
Y
Z
 

ロ
ン
ド
ン
に
て

諸
国
伝
説

諸
国
珍
味
五
十
種

家
庭

茶
の
湯
独
習

花
の
莱

園
野
金
香

太
田
た
ま
子

真
山
青
果

星
野
宗
悦

此
君
庵
耕
斉

西
川
芳
子

文
芸

波
の
戯
れ

徳
田
秋
声

永
宮
市
一
の
子

無
名
氏

尾
島
菊
子

幼
き
こ
ろ

桃
花
扇
物
語

今
関
天
彰

乙
女
の
国

西
川
芳
子

土
屋
榛
南

短
歌
選
抄

閏
秀
俳
句

桃
葉

講
談
落
語

春
日
局

蒙
々
ー
斉
柏
葉

乃
木
大
将
閣
下
E
伝

渡
辺
政
徳

錦
嚢

二
葉
亭
有
楽

-74ー

第
六
十
五
巻
(
大
正
三
年
四
月
)

現
代
の
婦
人
に
望
む

芳
賀
矢

母
親
の
た
め
に

武
内
貞
義

花
の
印
象

日
本
趣
味
に
投
じ
た
る
花

丸
山
晩
霞

花
壇
の
思
ひ
出

窪
田
空
穂

尾
形
月
耕

珍
し
い
梅
の
函

花
の
興
味

梶
田
半
古

諸
国
伝
説

英
国
の
結
婚
式

金
木
生
訳

朝
鮮
風
俗

痩
形
鱒
髭



不
思
議
の
知
り
た
き
心

名
物
の
印
象

南
斗
星

応
接
間
の
名
流
婦
人

タ
影
生

養
蚕
と
婦
人

武
藤
金
吉

諸
国
珍
味
五
十
種

青
果

家
庭

子
供
の
寄
生
虫
の
療
法

加
藤
田
…
麿

星
野
宗
悦

此
君
庵
耕
斉

女
に
関
す
る
語
原

応
接
室
の
名
流
婦
人

茶
の
湯
独
習

花
の
葉

精
神
作
用
の
肉
体
に
及
ぼ
す
感
応

代
々
木
よ
り

王
月
織
り

佳
橋

文
芸

芸
術
座
の
「
海
の
夫
人
」

撒

流
行
界
の
趨
勢

真
山
青
果

く
り
返
す
春

茶
の
湯
独
習

原
因
琴
子

小
曲
数
篇

よ
さ
の
ひ
ろ
し
訳

花
の
莱
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土
屋
生

文
芸

短
歌
選
抄

俳
句
評
釈

菜
の
里
人

白
鳩

講
談
落
語

小
曲
三
篇

葵
々
斉
柏
葉

春
日
局

幼
き
こ
ろ

乃
木
大
将
閣
下
宣
伝

渡
辺
政
徳

桃
花
一
一
扇
物
語

世
辞
屋

二
葉
亨
有
楽

短
歌
選
抄

但
春
の
譜

竹
囲
詞
壇
詠
草

第
六
十
六
巻
(
大
正
三
年
五
月
)

爾
の
年
齢
を
数
ふ
る
勿
れ

一
記
者

東
京
よ
り

婦
人
は
芦
を
美
し
く
せ
よ

金
杉
英
五
郎

講
談
溶
語

誤
れ
る
新
し
き
女

太
田
三
次
郎

春
日
局

芳
賀
矢
一

饗
庭
筆
村

佐
々
醍
雪

目
賀
田
夫
人

三
宅
花
園

与
謝
野
寛

タ
影
金
田
万
次
郎

コ
一
宅
花
園

松
岡
曙
村

都
の
女

星
野
宗
悦

此
君
庵
耕
斉

国
木
田
治
子

よ
さ
の
ひ
ろ
し

尾
島
菊
子

今
関
天
影

土
屋
榛
南

西
川
芳
子

竹
下
梅
子

一
記
者

葵
々
斉
柏
葉

塚
原
渋
柿
園

思
案
外
史

角
田
浩
々
歌
客

生
田
長
江

黒
板
勝
美

-75ー
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口
癖
附
録

新
訳
栄
華
物
語

第
六
十
七
巻
(
大
正
三
年
六
月
)

皇
太
后
{
昌
を
悲
み
奉
り
て

鳴
呼
桐
の
玉
菜

皇
太
后
陛
下
の
御
事
ど
も

御
和
歌
の
御
堪
能

美
術
の
御
噌
み

女
子
教
育
に
御
心
を
注
が
せ
給
ふ

陛
下
と
赤
十
字
社

歴
代
中
の
明
皇
后

奉
悼
皇
太
后
陛
下
の
御
文
藻

桐
の
下
露

奉
悼

乃
木
大
将
夫
妻
の
最
後

西
洋
画
の
懸
け
方
に
就
て

母
親
の
た
め
に

夏
の
色家
庭

茶
の
湯
独
習

夏
の
粧
ひ

花
の
葉

二
葉
亭
有
楽

与
謝
野
品
子

六
月
の
惣
菜
料
理

文
芸

風

佐
藤
紅
緑

行
く
春

与
謝
野
晶
子

与
謝
野
晶
子

尾
島
菊
子

幼
き
こ
ろ

嵯
峨
野

双
珠
物
語

今
関
天
彰

短
歌
選
抄

土
屋
榛
南

阪
正
臣

女
流
俳
句
評
釈

お
伽
小
説
生
蕃
退
治

禅
湖
山
人

菜
の
里
人

前
田
健
次
郎

細
川
滴
次
郎

竹
園
詞
壇
詠
草

桐
廼
舎
詠
草

小
津
武
雄

代
々
木
よ
り

若
葉

土
方
久
元

講
談

ρ
h
u
 
弓，.

春
日
局

葬
々
斉
柏
葉

土
屋
文
明

新
訳
栄
華
物
語
補
遺

鳴
鳳

奉
悼
皇
太
后
陛
下

島
木
赤
彦

斉
藤
茂
吉

一
記
者

胡
桃
沢
勘

第
六
十
八
巻
(
大
正
三
年
七
月
)

一
記
者

総
裁
閑
院
宮
智
恵
子
殿
下
本
誌
を
御
観
賞
時
は
さ
る

一
記
者

石
川
欽
一
郎

家
庭
と
規
律

石
川
半
山

武
内
貞
義

生
活
の
独
立
を
心
が
け
よ

結
婚
後
に
も
生
活
の
独
立

安
部
磯
雄

山
路
愛
山

た
ま
子

看
板
に
偽
あ
り

湯
原
元
一

星
野
宗
悦

源
氏
楼
主
人

女
流
俳
人
逸
話

幼
年
時
に
於
け
る
我
が
先
生

平
福
百
穂

長
谷
川
時
雨

後
藤
宙
外

此
君
庵
耕
斉

小
杉
未
醒



玉
姓
田
芳
柳

生
存
競
争
と
教
育

丘
浅
次
郎

育
児
の
注
意

誰
に
も
見
せ
ぬ
手
帳

白
栄
野
人

昼
影
女

近
縁
結
婚
の
副
産
物

変
態
婦
人
論

秋
山
潮
風

小
西
信
人

賢
婦
人
伝

星
野
節
堂

米
国
婦
人
の
内
と
外

新
帰
朝
者

茶
の
湯
独
習

星
野
宗
悦

母
親
の
た
め
に

武
内
貞
義

花
の
菜

此
君
庵
耕
斉

賢
婦
人
伝

星
野
節
堂

夏
期
病
人
の
食
物

真
珠
の
話

一
記
者

最
新
式
髪
の
結
ひ
方
と
手
入
法

一
記
者

浴
衣
と
海
水
浴

見
た
り
聞
い
た
り

一
記
者

夏
期
に
於
け
る
皮
膚
の
手
当

文
芸

茶
の
湯
独
習

星
野
宗
悦

蕃
社
の
悲
劇

花
の
菜

此
君
庵
耕
斉

押
川
春
浪

小
曲
二
篇

よ
さ
の
ひ
ろ
し

丹
波
栗
の
話
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中
岡
朝

幼
き
こ
ろ

尾
島
菊
子

文
芸
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国
木
田
治
子

操

う
つ
与
の
こ
〉
ろ

西
川
芳
子

太
田
広
堂

王
昭
君

嵯
峨
野

父
の
死

慰
問
袋

た
ま
子

鳥
羽
の
恋
塚

茶
目
丸

短
歌
選
抄

い
た
占
ち

西
川
よ
し
子

土
屋
榛
南

土
屋
文
明

菜
の
里
人

短
歌
選
抄

閤
秀
俳
句

恐
ろ
し
か
り
し
旅
の
一
夜

菜
の
里
人

重
松
淑
子

女
流
俳
句
評
釈

十
里
髭
の
一
寸
法
師

花
僅
山
人

講
談

春
日
局
(
完
結
)

太
魯
閣
蕃
討
伐
記

葉
々
斉
枯
葉

長
嶺
氏
射
初
式

附
録

講
談

山
鹿
素
行

雲
井
芙
蓉

第
六
十
九
巻
(
大
正
三
年
八
月
)

附
録

太
魯
閣
蕃
討
伐
記

賢
婦
人
た
る
要
素

前
田
慧
雲
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第
七
十
巻
(
大
正
三
年
九
月
)

島
の
悲
劇

重
松
淑
子

外
部
よ
り
内
部
の
装
飾

棚
橋
絢
子

初
夏
の
歌

竹
下
梅
子

良
妻
賢
母
と
人
格

宮
田
惰

講
談

山
鹿
素
行

雲
井
芙
蓉

婦
人
と
高
等
教
育

島
村
抱
月

附
録

太
魯
閣
蕃
討
伐
記

涼
台
雑
話

弥
生
女

木
村
鷹
太
郎

第
七
十
一
巻
(
大
正
三
年
十
月
)

天
照
ア
テ
イ
ナ
女
神

婦
女
の
過
去
と
未
来

岡
村
司

婦
人
と
仕
舞

山
階
明
子

7尽
味

佐
々
醒
雪

食
物
の
変
遷
と
人
類
の
滅
亡

淵佐
泉伯
漁短
郎

七
八
歳
の
子
供
を
持
て
る
家
庭

美
烏

欧
州
に
於
け
る
家
紳
の
境
遇

歌
壇
の
近
況
を
報
ず
る
書

失
名
氏

太
魯
閣
蕃
の
婦
人
美

森
丑
之
助

家
庭

流
行
歌
の
波
及
す
る
所

つ
ね
子

茶
の
湯
独
習

星
野
宗
悦

五
口
が
見
た
る
女
性

78ー

萩
花

趣
味
あ
る
廃
物
利
用
法

九
月
の
総
菜
料
理

長
崎
発
生

松
岡
曙
村

評
判
呉
織
、
穴
織
の
旧
蹟

斗
南
生

文
芸

頼
山
陽
が
妻
梨
影
女
史

平
野
う
た
子

新
訳
栄
華
物
語

与
謝
野
品
子

家

庭

光
耀

よ
さ
の
ひ
ろ
し
訳

華
道
秘
訣

安
田
梅
禍

幼
き
と
ろ

尾
島
菊
子

十
月
の
お
惣
菜

渚
よ
り
都
へ

茶
の
湯
独
習

星
野
宗
悦

湖
風
生

「
花
月
痕
」
梗
概

沢
村
ゆ
き
を

吉見

通
事
呉
鳳

新
訳
栄
華
物
語

与
謝
野
晶
子

宣
向
自
由
旭
仙

短
歌
選
抄

よ
さ
の
ひ
ろ
し
訳

土
屋
榛
南

夏
の
静
け
さ

歌
反
古
の
中
よ
り

紅
白
の
菩
被

押
川
春
浪

西
川
芳
子

女
流
俳
句
評
釈

今
関
天
彰

菜
の
里
人

鳳
求
堂
物
語



女
流
秋
の
句

短
歌
選
抄

泣
声
山
椋
欄
の
鞭

講
談
落
語

山
鹿
素
行

子
古
宵
て

附
録

太
魯
関
蕃
討
伐
記

第
七
十
二
巻
(
大
正
三
年
十
一
月
)

戦
時
の
婦
人

女
子
の
活
動
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交
戦
国
の
女

時
変
と
婦
人
の
覚
悟

我
が
婦
人
の
奉
公

軍
国
小
話

掃
海
作
業
に
海
女

婦
人
と
後
援

軍
国
の
婦
人

御
殿
騒
動
の
塞
耳
維

青
島
市
の
風
俗

秋
の
日
本
は
世
界
的
公
園

日
日
草

内
藤
鳴
雪

土
屋
生

茶
の
湯
独
習

華
道
秘
訣

西
川
よ
し
子

英
塘
翠

十
一
月
の
お
惣
菜

観
菊
料
理

戦
争
の
影
響
を
受
け
た
品
物

雲
井
芙
蓉

痛
心
亨
か
ほ
る

文
芸

昼
餐

哀
歌
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女

ひ
と
み
の
い
ろ

安
井
哲
子

鳩
山
春
子

大
軍
来

日
向
き
む
子

短
歌
選
抄

女
流
俳
句
評
釈

芳
賀
矢

青
柳
有
美

山
鹿
素
行

山
脇
房
子

附
録

戦
の
国
の
女

一
記
者

第
七
十
三
巻
(
大
正
三
年
十
二
月
)

舟
橋
清
信

婦
人
と
戦
後
の
覚
悟

在
京
記
者

現
代
よ
り
も
将
来
の
計

湖
風
生

戦
争
に
現
は
れ
た
る
東
西
思
想
の
相
違

社
の
人

勇
気
あ
る
泰
西
婦
人

南
斗
星

家
庭
の
人
に

伊
藤
篤
太
郎

母
の
た
め
に

長
谷
川
時
雨

上
野
公
園
の
秋

星
野
宗
悦

安
田
梅
姻

信
子
一
記
者

与
謝
野
晶
子

よ
さ
の
ひ
ろ
し

土
屋
榛
南

う
っ
せ
み

花
笹
山
人
訳

土
屋
生

-79 -

菜
の
呈
人

雲
井
芙
蓉

風
来
山
人

横
井
時
敬

寺
田
勇
吉

矢
島
揖
子

伊
豆
凡
夫

石
川
半
山

芦
田
均

武
内
貞
義

=
一
宅
克
己
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家
庭
音
楽
と
し
て
の
等
曲
楽

留
学
時
代
回
顧

音
楽
の
都
維
也
納
の
思
ひ
出

巴
里
の
音
楽
学
生

英
国
留
学
の
思
ひ
出

独
逸
の
学
生
生
活

北
白
川
宮
故
能
久
親
王
殿
下
の
御
最
後

羅
馬
尼
王
妃
カ
ア
メ
ン
・
シ
ル
ヲ

卓
子
小
話

日
日
草

茶
の
湯
独
習

最
近
流
行
半
襟
の
趣
味

文
芸

妻
の
死

小
説
)

我
の
恩
へ
る

(
歌
)

幼
き
こ
ろ

説

近
作
の
中
よ
り

(
歌
)

尊
き
腕
輪
(
小
口
問
)

歌
壇
一
タ
話

短
歌
選
抄

竹
因
調
壇
詠
草

極
楽
島
物
語
(
お
伽
噺
)

諸
国
伝
説

質
屋
庫
(
落
語
)

鈴
木
鼓
村

金
責
(
落
語
)

痛
心
亭
か
ほ
る

附
録

戦
の
国
の
女

風
来
山
人

幸
田
延
子

神
戸
絢
子

注
(
1
)
 

小
此
木
松
子

拙
稿
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
性
格
|
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て
近
代
文

学
発
生
の
場
と
し
て
|
」
(
『
県
立
広
島
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
第
5
号
、
平

2
・
2
)
。
な
お
、
台
湾
総
督
府
と
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
と
の
親
密
な
関
係
に
つ

い
て
は
、
竹
中
信
子
『
植
民
地
台
湾
の
日
本
女
性
生
活
史
明
治
篇
砧
{
田
畑
書
庫
、

平
7
・
口
)
、
洪
郁
知
『
近
代
台
湾
女
性
史
日
本
の
植
民
統
治
と
「
新
女
性
」
の

誕
生
』
(
勤
草
書
房
、
平
日
・
日
)
等
に
詳
し
い
言
及
が
あ
る
。

(
2
)

台
湾
総
督
府
官
房
統
計
課
『
台
湾
総
督
府
第
十
三
統
計
書
1
第
二
十
統
計
書
』
(
明

判
・

2
1
大
6
・

1
)
参
照
。

(
3
)

『
中
心
か
ら
周
縁
へ
|
作
品
作
家
へ
の
視
覚
』
(
梧
桐
書
院
、
平
初
・

B
)

(
4
)

拙
稿
「
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
目
録

l
大
正
四
年
一
月
か
ら
大
正
五
年
三
月

(
廃
刊
)
ま
で
|
」
(
『
広
島
女
子
大
国
文
』
第
辺
号
、
平
ゆ

-
U
)
、
「
雑
誌
『
台

湾
愛
国
婦
人
』
の
史
的
位
置
|
新
資
料
・
第
六
十
巻
を
中
心
に
」
(
『
日
本
研
究
』

第
刀
号
、
平

n
・
5
)

-80ー

石
川
千
伐
松

高
野
盛
三
郎

二
在
京
記
者

長
谷
川
時
雨

星
野
宗
悦

与
謝
野
寛

与
謝
野
品
子

[
付
記
]
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
函
館
市
中
央
図
書
館
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

尾
島
菊
子

関
鉄
腕

し
も
お
か

ゆ
か
、
県
立
広
島
大
学
准
教
授
)

四
郎
訳

失
名
氏

土
屋
生

英
塘
翠

三
遊
亭
有
楽




